
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和5年6月22日(木)　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：坂本　大地
	赤坂
	加藤
	国光
	本川
	滝田
	柴田
	織田
	坂本
	松村
	田口

	　休
	休
	〇
	深
	休
	五福
	準
	〇
	年
	深

	城内
	佐藤
	風間
	松橋
	大久保
	小海
	土橋
	古川
	山之口
	木村

	〇
	〇
	　遅B
	〇
	深
	準
	〇
	○
	準
	○

	奥寺
	金濱
	上野
	
	
	
	
	
	
	

	　準
	〇
	〇
	
	
	
	
	
	
	



＜病棟連絡事項＞
・Aユニットドア修理済です。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・庭田　リチ様～東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

【転出】
・前田　綾様～南病棟Bユニット102号室へ転出となる。

・風呂　光正様～南病棟Aユニット114号室へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞
・齋藤　妙子様～食事形態：粥・キザミへ変更となる。

・村上　フジヱ様～メイバランスミニをトロミ付きにしてコップで提供するように変更している。
・江刺家　惠子様～入院証明書発行済。

＜皮膚科診察＞
・澤口　利香様～頭部、額部に3mm程度以下の発赤、痂皮局面数個あり。痒みあり。
　　　　　　　デルモゾール軟膏1本処方。

・村井　淳二様～右前腕外側に発赤、軽度腫脹。局部中央部に0.5mm×0.5mmの表皮欠損。膿皮症。テラマイシン+包帯の指示あり。テラマイシン軟膏1本処方。

・藤井　崇史様～①両足　特変無し、同前処置。
　　　　　　　　②頭部　1cm未満の薄い痂皮が数か所あり。落屑（+）。
　　　　　　　デルモゾール軟膏1本処方。

＜田名部Dr診察＞
・山本　真智子様～明日からビーマス1T×朝・夕追加。初外来6/30（金）10：00～で予
約済み。

・赤石　陽介様～陰嚢内の部疼痛、陰茎先端の疼痛、排尿時痛を主治医へ訴え有り。本日夕よりレボフロキサシン5日分処方となる。

＜馬渡Dr診察＞

・川口　寶舟様～トレリーフＯＤ錠２５ｍｇ 1 錠 1日1回　朝食後 追加となる。他処方変更無し。

・村上　フジヱ様～明日よりミルタザピン7.5→15mgとなる。

[bookmark: _GoBack]・河津　繁吉様～アロチノロール塩酸塩錠１０ｍｇ「ＤＳＰ」 1 錠 1日1回　食後処方となる。徐脈や血圧低下に注意。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入や他患者への迷惑行為頻回。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午後から壁蹴りが頻回にあり。声掛けには「わかりました、やめます。」と話すも繰り返している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・村井　淳二様～終日隔離中。バイタルサイン特変、酸素飽和度低下無し、上肢、顔面の浮腫持続。主治医診察し明日より点滴一日量の調整指示あり。本人は一時的に覚醒しスタッフ声掛けに返答するも日中は傾眠傾向。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。


＜要注目患者様情報＞




＜入院患者様情報＞
日　　時：令和5年6月22日　11：30　
氏　　名：庭田　リチ（にわた　りち）様
生年月日：昭和12年10月25日（85）
病　　名：軽度認知症
性　　別：女性
診 察 医：村上Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟合併室

（経過）
　南部町にて同胞5名第4子三女として出生。地元の小・中学校を卒業後、実家の農家
の手伝いをしていた。24歳頃結婚し3子もうける。以後、農家にてニンニクを栽培して
いた(～80歳まで)。趣味などはない様子。平成23年頃より健忘症状が徐々に悪化して
いた
が日常生活には大きな支障を来さなかった。平成30年2月に夫が死去した後より、
衣類を家中探し回る、服薬管理も困難となり、令和2年12月10日当院1回目の
医療保護入院となる。
その後南山苑入所となったが、R5.5上旬より、お粥をトイレに流したり、汚れた
パッドをしまったりと奇異な行動がみられていた。食事を隠しトイレに流ことから、
摂取量確認の為スタッフの近くで食事を摂ることとしたが、5.17より摂取量低下。
この頃から、希死的な発言が聞かれるようになっていた。食事は概ね半分摂取できて
いたため様子観察としていたが、5月に入り、被毒妄想から更に食事量は低下。
点滴は「やるなら死んだほうがいい」と拒否が強く施行できていない。
被害妄想、希死的発言、意欲低下が著しく、R5.6.22二回目の医療保護入院となる。

